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日本語

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、
あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するためのもの
です。注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示す
るために、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内
容を「警告」と「注意」に区分しています。いずれもお客様の
安全や機器の保全に関する重要な内容ですので、必ずお守りく
ださい。

※ お読みになった後は、使用される方がいつでも見られる
所に必ず保管してください。

安全上のご注意  ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

警告 この表示内容を無視した取り扱いをすると、死亡や重傷を負う可能性が想定されます。

けがをするおそれがありますので、小さいお子様が取り扱いされる際は保護者が付き添ってください。

シンバルホルダーやタムホルダーの先端部分はとがっています。けがの原因になりますので、取り扱いにはじゅうぶ
ん注意してください。

この製品を設置される際、固定用のナット等はしっかり締め付けてください。また、固定用ナット類をゆるめる際は
急激にゆるめないでください。パッドが落下したり、ラック、パイプ、スタンドの部品の落下、転倒などにより、け
がの原因となります。

この製品を、不安定な場所 (水平でない場所、ぐらついている台の上など )に設置しないでください。転倒、落下など
により、けがの原因となります。

この製品を分解したり、改造したりしないでください。けがまたは故障の原因になります。

ラックに腰かけたり踏み台にしないでください。転倒したり壊れたりして、けがの原因となります。

注意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、財産が損害を
受ける危険のおそれがある内容を示しています。

クランプを調節する際、指に注意してください。指が挟まれてけがをするおそれがあります。

パイプの端面や内面及びネジの先端にご注意ください。尖った部分等で指にけがをするおそれがあります。

電子ドラムラックには、アコースティックドラムを取り付けないでください。クランプの破損や、ドラムの落下など
で、けがをするおそれがあります。

注記（ご使用上の注意）
• この製品の上に乗ったり、重いものを乗せたりしないでください。故障の原因になります。
• 温度が極端に高い場所 (直射日光の当たる場所、暖房器具の近く、閉めきった車内など )や、湿気の多い場所
(風呂場、雨天の屋外など ) での使用、保管はしないでください。変形、変色、故障や性能劣化の原因になります。

• 製品を手入れするときは、ベンジンやシンナー、アルコール類は使用しないでください。製品を変色、変形させるおそれ
があります。お手入れの際は、やわらかい布で乾拭きするか、水を含ませて固く絞った布を用いて汚れをふき取ってくだ
さい。汚れがひどいときは、中性洗剤を含ませた布を固く絞って汚れを拭き取り、そのあとで水を含ませて固く絞った布
を用いて洗剤を拭き取ってください。

記号表示について
この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよ
うな意味があります。

「ご注意ください」という注意喚起を示します。

～しないでくださいという「禁止」を示します。

「必ず実行」してくださいという強制を示します。
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1. ラックを箱から出し、音源モジュール取付クランプや左脚が向かって右側になるように立てます。【図1】

2. ラックを立てた状態で、向かって左側のボルトqをゆるめ、左脚を手前に開きます。【上から見た図1】
• ボルトqは、支柱 (左 ) に付いているクランプの裏側にあります。

3.【図2】の向かって右側のボルトwをゆるめ、右脚を左側から奥の方へ回転させて、手前の方に持ってき
ます。【上から見た図2】

• ボルトwは、支柱 (右 ) に付いているクランプの裏側にあります。

4. 手順2、3でゆるめたボルトを締めて固定します。

セッティングのしかた　RS500
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注意
•ラックの左右の脚を下図の角度 /寸法よりも広
げないでください。左右の脚が広がりすぎる
と、ラックが転倒してけがの原因になります。
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5. 左側のシンバルホルダーを、ボルトrをゆるめて【図3】のように上へ引き上げ、ゆるめたボルトを締
めて固定します。

• ボルトを締めるときは、スリーブ (黒い筒 )をクランプの取り付け穴に入れ、一緒に締めてください。

6. 右側のシンバルホルダーを、ボルトtをゆるめて【図3】の位置になるように回転し、ゆるめたボルト
を締めて固定します。

7. スネアクランプロッドが【図3】の位置になるように、ボルトeをゆるめてパイプqを【図3】の位置
になるように回転します。そのあとゆるめたボルトを締めて固定します。

8. タムホルダー (3箇所)が【図3】の位置になるように、タムホルダーのボルトをゆるめて回転します。
そのあとゆるめたボルトを締めて固定します。

9. 音源モジュール取付クランプのボルトyをゆるめ、音源モジュール取付クランプの平らな面を上に向
け、ゆるめたボルトを締めて固定します。

注意
•タムホルダーの先端部分はとがっています。けがの原因になりますので、取り扱いにはじゅうぶん注意してく
ださい。

ヤマハ電子ドラムセットを組み立てる場合は、パッドセットに同梱されている組立説明書をお読みください。

仕様
● 外形寸法：1196(W) x 528.3(D) x 812.3(H) mm ( 標準セッティング時 )　● 質量：11 kg

※製品の仕様および外観は、改良のため予告無く変更することがあります。

【図3】標準的な組み立て例
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1. ラックを箱から出し、音源モジュール取付クランプが向かって右側になるように立てます。【図1】

2. ラックを立てた状態で、向かって右側のボルトqをゆるめ、右脚を左側から奥の方へ回転させて、手前
の方に持ってきます。【上から見た図1】

• ボルトqは、左脚の後ろにある支柱 (右 ) に付いているクランプの裏側にあります。

3.【図2】の向かって左側のボルトwをゆるめ、左脚を手前に開きます。【上から見た図2】

4. 手順2、3でゆるめたボルトを締めて固定します。

セッティングのしかた　RS700

【図1】
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注意
•ラックの左右の脚を下図の角度 /寸法よりも広
げないでください。左右の脚が広がりすぎる
と、ラックが転倒してけがの原因になります。
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5. タムホルダー (3箇所)が【図3】の位置になるように、タムホルダーのボルトをゆるめて回転します。
そのあとゆるめたボルトを締めて固定します。

6. 音源モジュール取付クランプのボルトをゆるめ、音源モジュール取付クランプの平らな面を上に向け、
ゆるめたボルトを締めて固定します。

注意
•タムホルダーの先端部分はとがっています。けがの原因になりますので、取り扱いにはじゅうぶん注意してく
ださい。

ヤマハ電子ドラムセットを組み立てる場合は、パッドセットに同梱されている組立説明書をお読みください。

仕様
● 外形寸法：1346(W) x 766.3(D) x 835(H) mm ( 標準セッティング時 )　● 質量：10 kg

※製品の仕様および外観は、改良のため予告無く変更することがあります。

【図3】標準的な組み立て例
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ラックを平らな場所に設置しても安定しない場合は、【図1】の4か所のクランプq～rのスリット部と水
平パイプの矢印とが、【図２】のように合っているか確認してください。合っていない場合は、クランプボ
ルト⑤をゆるめ、水平パイプの矢印にスリット部が合うように調整したのち、クランプボルト⑤を締めて
固定します。

セッティングの調整　RS500/RS700

【図1】RS700の場合

【図2】クランプq部の拡大図
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サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはヤマハ修理ご相談センターにご連絡ください。
●保証書
本機には保証書がついています。
保証書は販売店がお渡ししますので、必ず「販売店印・お買い上げ日」などの記入をお確かめのうえ、大切に保管してください。

●保証期間
お買い上げ日から6か月間です。

●保証期間中の修理
保証書記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理
修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料にて修理させていただきます。

●補修用性能部品の最低保有期間
製品の機能を維持するために必要な部品の最低保有期間は、製造打切後８年です。

●持込み修理のお願い
修理が必要な場合は、お買い上げの販売店、または最寄りの修理品お持ち込み窓口へ本機をご持参ください。

●製品の状態は詳しく
修理をご依頼いただくときは、製品名、モデル名などとあわせて、故障の状態をできるだけ詳しくお知らせください。

◆修理に関するお問い合わせ

◆修理品お持込み窓口

北海道サービスステーション 〒064-8543 札幌市中央区南10条西1丁目1-50 ヤマハセンター内 FAX　011-512-6109
首都圏サービスセンター 〒143-0006 東京都大田区平和島2丁目1-1 京浜トラックターミナル内14号棟A-5F FAX　03-5762-2125
名古屋サービスセンター 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2丁目1-2 ヤマハ ( 株 ) 名古屋倉庫3F FAX　052-652-0043
大阪サービスセンター 〒564-0052 吹田市広芝町10-28 オーク江坂ビルディング2F FAX　06-6330-5535
九州サービスステーション 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2丁目11-4 FAX　092-472-2137

* 名称、住所、電話番号などは変更になる場合があります。

■ユーザーサポートサービスのご案内
●電子ドラムの機能や取り扱いについては、最寄りの特約店または下記ヤマハお客様コミュニケーションセンターへお問い合わせください。

ヤマハ電子ドラム製品ウェブサイト：http://jp.yamaha.com/products/musical-instruments/drums/el-drums/

ヤマハマニュアルライブラリー：http://www.yamaha.co.jp/manual/
* 都合により、住所、電話番号、名称、営業時間などが変更になる場合がございますので、あらかじめご了承ください。

保証とアフターサービス

ヤマハ修理ご相談センター
● ナビダイヤル 0570-012-808
( 全国共通番号 ) * 一般電話・公衆電話からは、市内通話料金でご利用いただけます。

携帯電話、PHS、IP 電話からは TEL 053-460-4830
● 受付時間：月曜日～金曜日  9:00 ～ 18:00、 土曜日  9:00 ～ 17:00 ( 祝日およびセンター指定休日を除く )
● FAX 053-463-1127

● 受付時間：月曜日～金曜日  9:00 ～ 17:45 ( 祝日および弊社休業日を除く )
* お電話は、ヤマハ修理ご相談センターでお受けします。

お客様コミュニケーションセンター　管弦打楽器ご相談窓口
● ナビダイヤル 0570-013-808

携帯電話、PHS、IP 電話からは TEL 053-411-4744
● 営業時間：月曜日～金曜日  10:00～ 18:00、土曜日  10:00～ 17:00 ( 祝日およびセンター指定休日を除く )
● http://jp.yamaha.com/support/
RS500/RS700 取扱説明書  7
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1. 保証期間中、正常な使用状態（取扱説明書、本体貼付ラベル
などの注意書に従った使用状態）で故障した場合には、無償
修理を致します。

2. 保証期間内に故障して無償修理をお受けになる場合は、商品
と本書をご持参ご提示のうえ、お買上げ販売店にご依頼くだ
さい。

3. ご贈答品、ご転居後の修理についてお買上げの販売店にご依
頼できない場合には、最寄りの※ヤマハ修理ご相談センター
にお問合わせください。

4. 保証期間内でも次の場合は有料となります。
（1） 本書のご提示がない場合。

（2）本書にお買上げの年月日、お客様、お買上げの販売店の
記入がない場合、及び本書の字句を書き替えられた場合。

（3）使用上の誤り、他の機器から受けた障害または不当な修
理や改造による故障及び損傷。

（4）お買上げ後の移動、輸送、落下などによる故障及び損傷。

（5）火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変、公害、
塩害、異常電圧などによる故障及び損傷。

（6）お客様のご要望により出張修理を行なう場合の出張料
金。

5. この保証書は日本国内においてのみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

6. この保証書は再発行致しかねますので大切に保管してくださ
い。

＊この保証書は本書に示した期間、条件のもとにおいて無償修
理をお約束するものです。したがってこの保証書によってお
客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保
証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買上げ
の販売店、※ヤマハ修理ご相談センターにお問合わせくださ
い。

※ヤマハ株式会社の連絡窓口その他につきましては、本取扱説
明書をご参照ください。

本書は、本書記載内容で無償修理を行う事をお約束するものです。
お買上げの日から下記期間中に故障が発生した場合は、本書をご提示の上お買上げの販売店に修理をご依頼ください。
（詳細は下項をご覧ください）

ご販売店様へ　※印欄は必ずご記入してお渡しください。

持込修理

※シリアル番号

お 客 様
ご住所

お名前 様

電　話　

店　名

所在地

電　話

印

※お買い上げ日 年　　　月　　　日保　証　期　間 本　体 お買上げの日から6ヶ月

品　　名

電子ドラムラック

※品　　番

※ 販 売 店

デジタル楽器事業部 〒430-8650 静岡県浜松市中区中沢町10番1号

保　証　書

無償修理規定
8  RS500/RS700 取扱説明書
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